
� はじめに
人間活動，農業，産業廃棄物などさまざまな要因により淡

水システムの汚染が進み，世界の淡水資源は量的に減少して

いるだけではなく，質的にも悪化している。水不足と水質汚

染は公衆衛生上の問題を引き起こし，経済や農業の発展を妨

げ，多くの生態系を破壊している。その問題解決のために環

境情報を必要としており，GEMS/Waterプログラムのニー

ズは高まっている２）。そこで本報告では GEMS/Waterの概

要と，GEMS/Waterの観測地点に登録されている吉野川高

瀬橋の水質についてまとめた。

� GEMS/Water の概要３）

１ GEMS/Water の設立

国連環境計画（UNEP）と世界保健機構（WHO）などの

国連専門機関が中心となり，地球環境監視および人間の健康

に影響を与える因子を継続的に評価するために，１９７４年に地

球環境監視システム（GEMS）が設立された。その中で，１９７６

年に陸水（河川水，湖沼水，地下水）汚濁を対象とした陸水

環境監視計画（GEMS/Water）が発足し，１９７７年からモニ

タリングが開始された。現在，国内では２１の水質観測点があ

り，世界１０５カ国で１５００地点以上の観測点がある。登録ステー

ション数では約３０００地点ある。

２ GEMS/Water データベース

国内の測定したデータは（独）国立環境研究所地球環境研

究センターにある GEMS/Waterナショナルセンターに集め

られ，グローバルセンターであるカナダの GEMS/Waterプ

ログラムオフィスに送られ，データベース化される。集めら

れた世界各国の水質データは，ウェブサイト上での閲覧シス

テム GEMStat（http : //www.gemstat.org）を通じて統計値

やグラフが公開されている。個別の数値データについてはナ

ショナルセンターから，また国内登録ステーションの数値

データについては，２０１０年７月よりナショナルセンターウェ

ブサイトで公開されている。これらのデータを利用して研究

が行われ，地球環境管理や政策決定などに貢献している。

� 高瀬橋における水質調査結果
１ 調査地点 吉野川高瀬橋（図１）

吉野川はその源を高知県と愛媛県の県境にある瓶ヶ森に発

し，早明浦ダム，池田ダムを経て徳島平野を貫流し，旧吉野

川を分流しつつ紀伊水道に流入する。吉野川は水質汚濁に係

る環境基準として，生活環境保全に関する基準の類型指定が

されており，上流は河川類型 AA，下流は Aとなっている４）。

高瀬橋は吉野川の河口から約１８km上流にあり，A類型で環

境基準点になっている。なお，大雨による増水の影響で１９９９

年７月３０日に橋げたが落下したため，８月から採水地点を変

更しており，高瀬橋より下流の右岸（１９９９年８月～２０００年１

月）および第十樋門（２０００年２月～２０００年６月）で採水を行っ

た。２０００年７月から高瀬橋で調査を再開した。

２ 調査期間

１９９２年１０月から月１回

３ 調査項目および測定方法（表１）

現在３９項目について測定しており，金属については１９９５年

７月または８月から測定をはじめた。
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大腸菌群数，糞便性大腸菌数およびクロロフィル aについ

ては調査を終了している。

流量については国土交通省河川局からナショナルセンター

にデータが提供されている。

４ 測定結果（表２）

① pH（基準値６．５以上８．５以下）（図２）

わずかに上昇傾向がみられるが，近年は横這いで推移

している。調査期間前半に６．５未満のときがあるが，お

おむね基準を満たしていた。

② DO（基準値７．５mg/l以上）（図３）

夏季に低く冬季に高い季節的変動を示した。夏季に７．５

mg/l以上に適合していないときが見られるが，おおむ

ね基準を満たしていた。

③ BOD（基準値２mg/l以下）（図４）

調査開始当初は高めであるが，近年は２mg/l以下の

低い値で推移しており，年間の変動幅がわずかであっ

た。BOD７５％値は０．８mg/lであり，良好な水質を保っ

ていた。

④ SS（基準値２５mg/l以下）（図５）

調査期間中に２回の基準超過がみられるが，これは前

日の雨の影響で透視度が低く，特異的な値になってい

る。おおむね２mg/l以下の低い値で推移している。

⑤ NO３－N+NO２－N（基準値１０mg/l以下）（図６）

０．３７～１．３８mg/lの範囲で推移しており，基準値に比

べて非常に低い値であった。

� まとめ
当所は２０１０年も GEMS/Waterプログラム活動を継続して

おり，この世界的な水のプロジェクトにより地球規模での陸

水環境の監視に協力している。吉野川高瀬橋における水質に

ついては，河川類型 Aの基準を十分に達成しており，清澄

な状態で推移していた。しかし，吉野川においても気候変動

による水温変化（図７）や環境汚染など，今後も水質の状況

を注視し，水質を保全するために調査が必要であると思われ

る。

� 参考文献
１）徳島県保健環境センター年報 No．１８（２００１年１月）

２）地球環境研究センターニュース Vol．１８ No．２（２００９年

１２月）

３）GEMS/Waterナショナルセンターウェブサイト

４）徳島県環境白書 平成２１（２００９）年度（２０１０年３月）

図１．調査地点
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表２．測定結果

項目 測定回数 最小値 最大値 平均値

pH ２０７ ６．３ ８．３ ７．３２

アルカリ度（mg/l） ２０７ １８．０ ４１．０ ３０．９

EC （μS/cm） ２０５ ６６ ７６０ １３０

DO （mg/l） ２０６ ６．９ １２．５ ９．６６

水温 （℃） ２０７ ４．８ ２８．５ １６．６

SS （mg/l） ２０６ ＜１ ４８ ２．９

T－P （mg/l） ２０７ ０．００５ ０．０８６ ０．０１６９

S－P （mg/l） ２０７ ＜０．００３ ０．０３１ ０．００８５

NO３－N+NO２－N（mg/l） ２０７ ０．３７ １．３８ ０．７５２

Mg２＋ （mg/l） ２０７ １．０ ４．６ ２．０９

Na＋ （mg/l） ２０６ ２．２ ９．０ ４．６７

Ca２＋ （mg/l） ２０７ ４．２ １７．４ １２．０

K+ （mg/l） ２０６ ０．３ ２．２ ０．８７

Cl‐ （mg/l） ２０７ ２．１ １４ ４．５０

SO４２‐ （mg/l） ２０６ ５．５ １７ １１．６

ケイ酸 （mg/l） ２０７ ３．１ １５．８ ７．７８

BOD （mg/l） ２０７ ＜０．５ ２．８ ０．７４

COD （mg/l） ２０７ ０．５ ５．０ １．４１

T－Al （mg/l） １６９ ＜０．０１ ２．６１ ０．１４９

S－Al （mg/l） １６９ ＜０．０１ ０．７２ ０．０３２

T－Cd （mg/l） １７１ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

S－Cd （mg/l） １７２ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

T－Cr （mg/l） １７２ ＜０．００５ ０．０２２ ０．００５１

S－Cr （mg/l） １７３ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

T－Cu （mg/l） １７２ ＜０．００５ ０．００７ ０．００５０

S－Cu （mg/l） １７３ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

T－Fe （mg/l） １７２ ＜０．０１ ３．２０ ０．１３８

S－Fe （mg/l） １７３ ＜０．０１ ０．０４ ０．０１１

T－Pb （mg/l） １７２ ＜０．００５ ０．０１０ ０．００５１

S－Pb （mg/l） １７３ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

T－Mn （mg/l） １７２ ＜０．０１ ０．０８ ０．０１２

S－Mn （mg/l） １７３ ＜０．０１ ＜０．０１ ＜０．０１

T－Ni （mg/l） １７２ ＜０．００５ ０．０１２ ０．００５０

S－Ni （mg/l） １７２ ＜０．００５ ＜０．００５ ＜０．００５

T－Zn （mg/l） １７２ ＜０．００５ ０．０１０ ０．００５３

S－Zn （mg/l） １７３ ＜０．００５ ０．００６ ０．００５０

平均値の計算には，下限値未満の数値については下限値を数
値として取り扱った。

表１．測定項目および測定方法

測定項目 測定方法

水素イオン濃度
（pH）

ガラス電極法

透明度 透明度板

アルカリ度 比色滴定法

電気伝導度（EC） 電極法

溶存酸素量（DO）よう素滴定法

水温 水銀温度計

浮遊物質量（SS） ろ過法

全りん（T－P） ペルオキソ二硫酸カリウム分解法

溶存態全りん（S－P）ペルオキソ二硫酸カリウム分解法

アンモニア性窒素
（NH４－N）

イオンクロマトグラフ法（１９９２年１０月～２０００年１２月），
インドフェノール青吸光光度法（２００１年１月～）

硝酸性窒素
（NO３－N）

イオンクロマトグラフ法

亜硝酸性窒素
（NO２－N）

イオンクロマトグラフ法（１９９２年１０月～２００１年１０月），
ナフチルエチレンジアミン吸光光度法（２００１年１１月～）

マグネシウムイオン
（Mg２＋）

原子吸光分析法（１９９２年１０月～１９９６年３月），
イオンクロマトグラフ法（１９９６年４月～）

ナトリウムイオン
（Na+）

イオンクロマトグラフ法

カルシウムイオン
（Ca２＋）

原子吸光分析法（１９９２年１０月～１９９６年３月），
イオンクロマトグラフ法（１９９６年４月～）

カリウムイオン
（K+）

イオンクロマトグラフ法

塩化物イオン
（Cl‐）

モール法

硫酸イオン
（SO４２‐）

イオンクロマトグラフ法

ケイ酸 モリブデン黄による吸光光度法

生物化学的酸素要求量
（BOD）

希釈法

化学的酸素要求量
（COD）

１００℃における過マンガン酸カリウムによ
る酸素消費量

アルミニウム
（T－Al，S－Al）

ICP発光分光分析法

カドミウム
（T－Cd，S－Cd）

ICP発光分光分析法

クロム
（T－Cr，S－Cr）

ICP発光分光分析法

銅
（T－Cu，S－Cu）

ICP発光分光分析法

鉄
（T－Fe，S－Fe）

ICP発光分光分析法

鉛
（T－Pb，S－Pb）

ICP発光分光分析法

マンガン
（T－Mn，S－Mn）

ICP発光分光分析法

ニッケル
（T－Ni，S－Ni）

ICP発光分光分析法

亜鉛
（T－Zn，S－Zn）

ICP発光分光分析法

りんと金属については総量（T－）と０．２μmメンブランフィ
ルターでろ過した溶存態（S－）について分析を行った。
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